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９月 月報

那須クラブ会長 主題

地域につなげ那須ワイズ

ＴＨＥ Ｙ‘Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦＮＡＳＵ

NETWORK NASU
ＣＨＡＲＴＥＲＥＤ １９９５

那須ワイズメンズク

ラブ

２０１７～２０１８年度 №２２４

２０１８～２０１９年度 主題
国際会長：(ＩＰ) Moon Sang Bong （韓国）

「私たちは変えられる」
アジア地域会長：（ＡＰ） 田中 博之(東京多摩みなみ)

「ワイズ運動を尊重しよう」
東日本区理事：（ＲＤ）宮内 友弥（東京武蔵野多摩）

「為せば、成る」
北東部長：涌澤 博（仙台青葉城）

「チャンス到来 われら北東部から世界へ」

クラブ役員 事務局
会 長 ：河 野 順 子

副会長 ：村 田 榮

田 村 修 也

書 記 ：藤 生 強

会 計 ：村 田・鈴 木

担当主事：藤 生 強

ブリテン：田 村・村 田

８月例会データ—（出席率：１００％）

在 籍 者 ６名

例会出席者 ６名 メ ネ ッ ト ３名

ゲスト ５名

９月 Happy Birthday

9/10 原田時近ワイズ

今月の聖句

神はすべてを時宜にかなうよう

に造り、また、永遠を思う心を

人に与えられる。それでもなお、

神のなさる業を始めから終りま

で見極めることは許されていな

い。

旧）コヘレトの言葉３：１１

強調月間：ＣＳ

７月（公開講演会）例会

８月（納涼）例会 ８月２５日（土）原田ワイズ宅
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巻 頭 言

副会長 村田 榮

つれづれなるままに

いつも巻頭言に何を書こうかと悩みます。自分の

文章力のなさを嘆きます。とはいってもなにかは書

かなければ、ここんところの異常気象についての思

いをつづります。

２か月前に起きた西日本を襲った集中豪雨は、目

をそむけたくなる状況でした。姫路出身の私からす

れば、テレビのニュースに出てくると地名を聞くた

びによく知っている地名です。被災地の状況がテレ

ビに映し出されるたびに皆さんどうされているのだ

ろうか？何か手を差し伸べたいとの思いに駆られま

す。私の知り合いに被害はなかったのだろうかと？

と思いました。広島ＹＭＣＡ，せとうちＹＭＣＡの

ワイズメンの方々の皆様のご努力・ご尽力を思うと

き何もできない私に焦りを感じます。それと同時に

テレビや新聞でのニュース以外に何の情報もないこ

とに驚きます〈そのことは大阪北部で起きた地震の

時もそうでした〉。その後台風が被災地に追い打ちを

かけるようにやってき来るたびに、もうこれ以上の

被害が出ないようにと祈るばかりでした。

９月６日の深夜３時過ぎに起きた北海道胆振地域

を震源とする震度７の大地震、テレビに映し出され

る被害の大きさは、阪神淡路大震災・東日本大震災

の時がオーバーラップしてきます。その時にも何も

できなかった自分を思い出しました。 それから２

週間が過ぎるとニュースの話題になることが少なく

なると同時に自分の中から被災地の方々の苦しみや

復興に向けてのご努力の様子が薄れていくように思

います。 大阪北部地震でもまだまだ復興には遠い

ことと思います。でも過ぎ去ってしまったものとし

て扱っている自分を思い、申し訳なく思います。

一方では、猛烈な暑さが７月下旬から続きました。

避暑地のような那須でも３０度を超える毎日でした。

暑い暑いと言って畑仕事を控えていても草だけは容

赦なく伸びていきます。昨年の夏の熱中症を教訓に

して、涼しい間だけの畑仕事にしました。そのおか

げで畑は草ぼうぼうです。その後の雨の日が続きま

た畑仕事ができないでいる時も、草は容赦なく伸び

ています。どうしたらよいのかと悩んでしまいます。

少し遅れながらもやっと畑に秋の野菜類の植え付け

がやっとできました。容赦なく日々が過ぎていきま

す。一年一年と衰えてくる自分を思います。

しかしながらブリテンのほうは遅れてしまいまし

た。申し訳ありません。

８月（納涼）例会

書記 藤生 強

日時；２０１８年８月２５日（土）午後３時３０分

～８時３０分

場所；原田時近メン・晴子メネット宅

参加者；河野、田村、原田、鈴木、藤生、村田の各

メン。原田、田村、藤生各メネット。ゲスト；平山

主事、ＹＭＣＡユースリーダー（バナナ）、山本、宮

内２名。

８月例会は、毎年恒例の『納涼例会』を、原田メ

ンのご自宅を会場に行いました。普段例会の会場と

している西那須野教会は原田メン宅からはちょっと

遠く、また閉会も夜遅くなるため、原田メンとメネ

ットはなかなか例会に出席できません。そのため〝

出張〟例会の意味を込めて毎年原田メン宅を会場に

行っています。 ゲストも参加し、またボランティ

アリーダーも１名参加し、賑やかに楽しく行われま

した。

食事は、夏にぴったりのサッパリした食事が並び、

みんなで談笑をしながら、美味しく頂きました。食

事等の準備ありがとうございました。

食事が落ち着いた後は、恒例の田村メン指導の「レ

クリエーション」を行いました。田村メンがミニキ

ーボードで伴奏し、みんなでキャンプソングを歌い

ました。例会前に作成した歌集を手に、短い時間で

はありましたが〝ボランティアリーダー〟になった

気分で楽しく歌いました。

例会最後のプログラムは、恒例のオークションを

行いました。日用品・調味料や食材・自宅で採れた

野菜など各自が持ち寄った品物を、鈴木メンが進行

して賑やかにオークションが行われました。駆け引

きをしながら落札したり、落札品より多くのおまけ

が付いたり、徳とか損とかではなく、みんなが笑顔

になるオークションとなりました。

オークションで得た益金１２，２１０円は西日本

豪雨災害募金としてとちぎＹＭＣＡに寄付させて頂

きます。

２０１８－２０１９年那

須ワイズも、今日の例会の

様に、笑顔一杯の１年とな

ることを願っております。

３時３０分に原田ワイズ

宅に集合し、田村、村田、

鈴木の各ワイズでＹＭＣＡ

塩谷キャンプ場に視察に行

った。草ぼうぼうで橋も蔦
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が絡み下草刈りをしなければ廃墟となってしまうと

思った。

今後の予定

・９月役員会（第２例会）

日時：９月７日（金）午後６時３０分～

場所：ココス西那須野乃木店

内容：９月例会、９月号ブリテンの発行、１０月例

会、１１月例会、ＹＭＣＡ報告等。

・９月例会（北東部会・仙台クラブ７０周年記念式）

日時：９月２２日（土）午後１時～

場所：ＴＫＰガーデンシティ仙台

・１０月役員会（第２例会）

日時:９月２９日（土）午後６時～

場所：ココス西那須野乃木店

内容：アジア学院の収穫感謝の準備状況の確認、１

０月例会、１０月号ブリテンの発行、ＹＭＣＡ報告

等。

・１０月第１例会（アジア学院収穫感謝祭出店）

日時:１０月１３日（土）・１４日（日）

場所:アジア学院

・１０月特別例会（秋の植樹）

日時：１０月２７日（土）午前１０時～

場所：那須街道松林駐車場

９月第２例会（役員会）報告

日 時：９月７日（金）午後６時３０分～

場 所：ココス西那須野乃木店

出席者：河野会長、田村副会長、村田副会長、藤生

担当主事、田村メネット

協議事項

１．８月納涼例会の反省

食事の量として豆腐が少し多かった。ユースリーダ

ーとの日程調整が難しい。オークション１２，２１

０円に２，７９０円をプラスして、１５，０００円

をＹＭＣＡの西日本豪雨災害支援に募金する。

２．北東部会（仙台ワイズ７０周年記念例会）の参

加（９月第１例会）について

参加者は、河野会長、村田夫妻の３名。仙台ワイズ

のお祝金は１０，０００円とする。

３．９月ブリテン発行について

４．１０月例会の件

１０月第１例会は、アジア学院収穫感謝祭（１３，

１４日）を充てる。部長の公式訪問。

バザー商品をどのようにして集めるかが課題。ＹＭ

ＣＡで準備するもの、テント・のぼり。シイタケコ

ンブを１００個販売。準備は１２日（金）午後６時

より田村宅で行う。子供のゲームはユースリーダー

にお願いする。ゲームの仕入れは、平山主事に依頼。

５．１０月役員会について

９月２９日（土）午後６時よりココスにて、バザー

の商品についての見通しを含めて開催する。

６．１０月特別例会（秋の植樹）

オオタカ保護基金団体と合同で１０月２７日（土）

に実施する。

７・１１月の行事についての確認

第１例会は、１１月２３日（金）午後２時３分より

茶道を学ぶと題して、遠山先生宅で行う。

特別（ＣＳ公開講演会）例会は、１１月２４日（土）

午後２時から、西那須野教会で開催する。

８．その他

①シイタケ昆布の購入の件

１０月と１１月に購入する。

②古切手とプルタブ収集をワイズの活動で行う。

旧西那須野（那須西原）の緑と水（第６５回）

田村修也

前号に続き、印南さん、矢板さんが明治１７年１

１月１１日から１２月２８日に帰郷するまで、４８

日間にもわたる陳情活動をした主な政府要人の紹介

を続けてきましたが、今回の岩山敬義で最後になり

ます。岩山敬義は薩摩藩家老岩山八郎太の子として

生まれ、１３才で薩摩藩主島津斉彬の小姓となった

人です。姉の糸子（いと）が西郷隆盛に嫁いでおり

ますので、隆盛は義理の兄にあたります。明治４年

にアメリカに留学し２年後には帰国して、種綿羊や

牧草種子、農機具を購入し、農事試験場長に就任し

ています。明治７年には勧業権助に任命され、下総

に牧羊場と下総御料牧場の前身である香取種畜場を

創設すると共に、農学校設立のための、外国より農

学、農芸化学、獣医学の教師を招聘しています。こ

うして、明治１１年には駒場農学校を創立し、香取

種畜場に獣医科を設置し、日本獣医学の発祥の地と

しました。明治１４年には新設された農商務省の権

大書記官に任命され、印南さん、矢板さんが上京し

た明治１７年には大書記官の地位にあり、畜産諮詢

会の会頭に就任。１８年には、駒場農学校校長、宮
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内省御用掛、製糸諮問会会頭に就任。１９年には農

務局長、その後には宮崎県知事、石川県知事を歴任

されています。特に、日本牧羊の父と言われていま

す。

横道に逸れますが、私は毎週日曜日の夜８時からの

NHK 大河ドラマ「西郷どん」を楽しみにして見てい

ますが、岩山敬義がまさかあの西郷どんの奥さんに

なった「いとさん」の弟とは知りませんでした。ド

ラマにも若き日の岩山敬義がでていたのかも知れな

いと思うと、何となく身近に感じ親しみがわいてき

ました。

６回の上京のうち５回までの陳情先を辿ってきまし

たが、この間にも大変なご苦労がありました。１１

月２０日には、お二人の連名で「御請書」を栃木県

令代理の樺山資雄あてに提出しています。この内容

は、水路完成後の修繕費は一切受益者で負担し、水

路取締規則は一切官の指揮を尊重するというもので

した。１６．３km にも及ぶ素掘りの水路は、大雨、

台風、その他様々な事情で洗掘・欠損等の災害が発

生し、その復旧作業は並々ならぬものがあることは

十分承知の上のこととは言え、修繕費は「一切受益

者が負担」すると言いきることは、並々ならない覚

悟があったことが分ります。しかもこの上京中には、

水路に関してはさしたる前進を見ることはなかった

し、那須開墾社の株につては、不景気による地方株

主の株売渡し希望が相次いで、新しい株主を求めて

東奔西走しなければなりませんでした。そればかり

ではなく、１２月３日の夜、印南さんは突然発病し

て、５・６時間も人事不覚におちいったと記されて

います。医者からは入院をすすめられたそうですが、

印南さんにも１６日には一時帰郷しなければならな

くなるという種々の事情があって、苦しい立場に立

たされていたことが分ります。

第５回訪問予定表という資料がありまして、それを

見ますと、以上の１８名の方々の他に、高橋 昌、

池田正三、青山 元、南一郎平、郷 純三、千坂高

雅、杉孫七郎、奥 青輔、奈良原繁、林 友幸、吉

田清成、金杉書記官、渡辺 昇、田中栄秀、安藤修

斎、大木喬任、中川角僚、谷森大書記官、中村大書

記官、秋山御用掛、大橋 靖、六拾銀行、池田新八、

○長 某、弓長 某、○田 某、山中 某、藤倉 某

の名前が記されています。 （以下次号へ）

西那須野幼稚園だより

学校法人 西那須野学園 西那須野幼稚園

理事長・園長 福本光夫

「おじいさん・おばあさんありがとうの会」におき

ましては、多数の方のご参加くださいましてありが

とうございます。総務委員、配膳ボランティアの皆

様には、建築中という例年と異なる環境にもかかわ

らず、スムーズに仕事を運んで頂き、感謝申し上げ

ます。お陰様で楽しい会となりました。

さて、少子超高齢化社会のなかで、今の子どもた

ちは、シックス・ポケッツといわれるぐらい、親・

祖父母様から、愛情も物たくさんいただき過ぎてい

ます。その一方、少子化や地域の子ども集団の消失

ということで、子どもたちが愛も物も分かち合う経

験が極端に少なくなっています。この今の子どもた

ちが大人になった時には、血縁関係を越えた新しい

家族、言い換えると、他人同士が信頼し、協力し合

って超高齢化を支えることが要求されるのです。

今回の「おじいさん・おばあさんありがとうの会」

では、クラスで他のお孫さんと良く関わってもらう

ことをお願いしました。それは教師には出来ない事

だからです。子どもたちは、「友達のおじいちゃん・

おばあちゃんもいいな－」という経験をしました。

地域社会が消失した今、この会での経験は、子ども

達の成長に大変意味のあることと考えます。旧約聖

書の原語であるヘブライ語には「シャローム」とい

う言葉があります。「こんにちは」などの挨拶にも

使われていますが、その概念は「実生活において、

全ての人が愛と正義に基づいた平和な社会に生き

る」という意味です。そのような社会を願いつつ、

日々の教育にあたっています。

(しらゆり2018.08.30加筆修正)

聖園那須老人ホームだより

社会福祉法人 イースターヴィレッジ

施設長 赤坂 英昭

入所者のみなさは毎月ボランティアに来ていただ

ける「田村さんの歌」を楽しみにしています。レパ

ートリーは優に１００曲以上あり、童謡、文部省唱

歌、懐かしの歌謡曲まで広範囲に及びます。キーボ

ードを使いＭＣも交えながら歌ってくれます。一緒

に口ずさむ入所者、じっと聞き入っている入所者さ

んもいます。普段はなかなか行事に参加されること

のない入所者さんも自ら参加される姿が見受けられ

ます。その声量は施設内に響き渡り別の部屋にいる

職員もつい一緒に来口ずさんでしまうほどです。

私ごとですが、終わった後にお茶を飲みながら伺

う那須の歴史や映画の話等々の話題は奥が深く、人

生の経験から出てくる言葉は説得力があり、そのひ
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とときを楽しみにしている入所者さんと同じ自分が

いることに気付かされます。

これからもお体を大切に末長く「田村さん歌」を

入所者ともども楽しみにお待ちしています。

ここで養護老人ホーム 聖園那須老人ホームの紹

介をさせていただきたいと思います。聖園那須老人

ホームは、１９７０年(昭和４５年)社会福祉法人聖

心の布教姉妹会が栃木県の要請により定員５０名の

養護老人ホームとして運営を開始しました。２００

６年（平成１８年）から社会福祉法人イースターヴ

ィレッジが運営を引き継ぎ現在に至っています。

法人は児童養護施設と養護老人ホーム及び児童自立

生活援助事業の経営・運営を行っています。その基

本理念は、キリスト教的人間観に基づき「キリスト

の愛」にならって「小さくされた人々とともに歩み」、

当法人の施設の全ての人が、人としての尊厳と権利

と社会連帯の思想を基本とし、公平・公正な法人経

営・運営に努めことを理念としています。

養護老人ホームは措置施設で、県内に１０か所し

かなく、入所要件は経済的理由及び環境的な理由で、

最後のセーフティネットとしての役割を担っていま

す。入所に関しては市町が窓口となります。現在４

１名の高齢者が生活をしています。

最後になりますが約５０年前に建てられた建物は、

設備と共に老朽化しており、再整備を計画していま

す。今後とも、皆さんのご理解とご支援をお願いい

たします。

ＹＭＣＡだより

【とちぎＹＭＣＡサマープログラムが終了しまし

た！】

7 月中旬よりスタートしましたとちぎＹＭＣＡサ

マープログラム（ウェルネス・イングリッシュプロ

グラムを含む）が予定通り実施され、今年の夏は特

に暑い夏でしたが大きな事故やケガもなく、無事に

終了いたしました。プログラム中、有意義な時間を

過ごし、貴重な体験を重ねることができました。

那須ＹＭＣＡでは、大学生のユースボランティア

リーダーが各プログラムに参加し、

それぞれの役割の中で子どもたちと向き合い、共に

楽しみながら学び、成長することができました。

ＹＭＣＡのプログラムにはCaring（やさしくする）、

Honesty（しょうじきになる）、Respect（人を大切

におもう）、Responsibility（できることは自分か

らする）というＹＭＣＡで大切にしている４つの想

いが込められています。プログラムの様々な場面で、

子どもたちがそれらを感じ考えてくれたらとても嬉

しく思います。また、その経験が子どもたちを成長

させ、日々の生活で活かされることを願い、今後も

プログラムを展開していきます。

【とちぎＹＭＣＡ・那須ＹＭＣＡの９月の予定】

・9/1（土）サタデークラブ＠西那須野幼稚園（染物

体験）

・9/7（金）～9/9（日）ユースボランティアリーダ

ーズフォーラム

・9/7（土）～9/8（日）リレーフォーライフジャパ

ン2018とちぎ

※今回は７名のリーダー及び3名のスタッフがと

ちぎＹＭＣＡより参加します。また、今回はとちぎ

ＹＭＣＡが主管で開催します。

・9/10（月）高校生ボランティアスクール報告会

・9/15（土）サタデークラブ＠西那須野幼稚園（絵

画体験・染物体験）

・9/22（土）サタデークラブ＠宮崎りんご園（りん

ご狩り）

・9/23（日）Ｙキッズ＠県民の森（ハイキング）

・9/29（土）サタデークラブ＠宮崎りんご園（りん

ご狩り）

ユースリーダーのつぶやきコーナー

１.名前（リーダー名）２.学校名３.出身地４.ＹＭＣＡ

に入ったきっかけは？５.思い出に残った活動とその理

由は？６.今後の進路は？７.ＹＭＣＡに一言

①石井千智（ケイティ）

②国際医療福祉大学 保健医

療学部 看護学科

③茨城県

④子供が好きだから

⑤川遊び 参加した活動の中

で一番子供たちが楽しんでい

たように感じたから

⑥もっと様々な活動に参加・企画し、子供達ととも

に色々なことを楽しみたい

⑦これからもっとグループリーダーとして良い活動

ができるよう、頑張りたいと思います。

訃報の案内

アジア学院（栃木県那須塩原市）の高見敏弘（た

かみ・としひろ）名誉学院長が９月６日（木）午後

２２時１８分、介護老人保健施設マロニエ苑で心不

全のため逝去されました。９１歳でした。主とアジ
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ア学院のためにささげた生涯でありました。

高見敏弘名誉学院長は、１９２６年中華人民共和

国東北地区（旧満州）生まれ。１０歳で日本へ。ア

メリカ・ドーン大学、エール大学神学院、フラー神

学大学大学院を修了。神学博士・牧師として、１９

６２年～７２年農村伝道神学校東南アジア科長、１

９７３年学校法人アジア学院の創設に携わり、１９

７３年～１９９３年同学院理事長、１９７３年～１

９８９年同アジア農村指導者養成専門学校校長を務

め、１９９３年より同学院名誉学院長となられまし

た。


